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<名 古屋市議会基本条例骨子座長案>

(目的)

第 1条 こ の条例 (以下 「議会基本条例」という。)は 、地方自治の本旨に基づ

き、市民の代表としての議会及び議員の活動の充実と活性化のために必要な

基本的事項を定めることにより、二元代表制の下での議会と議員の役割を明

らかにするとともに、市民に開かれた議会を作り、もって本市の住民自治と

民主主義をさらに発展させることを目的とする。



(議会の役割及び活動原則)

第 条  議 会は、次に掲げる役割を担う。

(1)議案等の審議及び審査により、本市の意思決定を行う。

(2)市長その他の執行機関(以下 「市長等」という。)の事務の執行にういて、

監視及び評価を行う。

(3)市政等の調査研究を通 じて、政策立案及び政策提言を行う。

(4)意見書、決議等により、、国への意見表明等を行う。

2 議 会は、前項の役割を果たすため、次に掲げる原則に基づき活動する。

(1)市民の多様な意見を議会審議に反映させることは、議会活動の基本であ

り、市民の代表にふさわ しい充実 した審議と討論を行う。

(2)積極的に情報公開を進めるとともに、市民が参加 しやすい開かれた議会

運営を行い、様々な機会を活用 して、市民への説明責任を果たす。

(3)充実 した審議及び政務調査を通 して、議会の本来の機能である政策決定

を行うため、市長等とは常に必要な緊張関係を保持する。

(議員の活動原則)

第 条  議 員は、市民の代表 として選挙により選ばれた公職にある者として、

次に掲げる原則に基づき活動する。

(1)議員は、市民の意見を的確に把握 し、市民の代表 として議会で十分に審

議 と討論を尽 くし、本市の意思決定を行う。

(2)議員は、 自らの議会活動を市民にわかりやす く説明する。

(3)議員は、市民の代表 として自覚をもって、研さん、研修等を通 じ、常に

自らの資質向上に努めるとともに、広い視点 と長期的展望を持 って的確

な判断を行う。

(4)議員は、高い倫理性を常に確立 し、誠実かつ公正に職務を遂行する。



研究会の議論 (○は研究会委員、●は学識経験者、□は両方の意見)

○議員は、直接民主主義で不足していることを間接民主主義により補
完している。

①市長は独任性に対し、議会は多様な意見を反映し、多くの市民の声
を反映させるべきだ。

○市長の追認機関にならないように気をつけないといけない。

●組織運営において、コストがかからないようにすれば、個人に権限
が集中し、その反省のもとに三権分立がある。
●民主主義は手間とコストがかかるが、これをかけることが市民の利
益につながる。

●制度をかえたときの弊害を考え、慎重に考えるべきである。

議員の活動原則

趣旨

議会の活動原則

2項 (1)

議会の活動原則

2項 (3)趣旨



(市民参加の促進、市民の多様な意見の反映)

第 条  議 会は、市民の多様な意見を把握し、議会活動に反映させるとともに、

市民が議会の活動に参加する機会を確保する。また、議会活動に関する情報

を市民に公開し、市民に対する説明責任を果たす。

2 議 会は、市民 3分 間議会演説制度の実施、請願及び陳情の審査における日

頭陳情の実施のほか、市民が議会活動に参加する機会を設ける。

3 議 会は、市民の意見 ,知見を審査等に反映させるため、公聴会 ・参考人の

制度等を活用する。

4 議 会は、議会報告会を開催し、議会活動に関する情報を積極的に公開する

とともに、市民の意見を把握して、議会活動に市民の意見を反映させる。

研究会の議論 (○は研究会委員、●は学識経験者、□は両方の意見)
□多様な意見を把握することは、重要なことである。
①地域 ・市民から求められるテーマやニーズを捉え、連携をとって推進す
べきだ。

回議会を体験できる市民を増やすべきだ。
○傍聴、公聴会でも市民には意見の陳述の権利があるという理解をすべき
だ 。

○ 市 民 が 参 加 す る 機 会 を ど れ だ け 増 や す か と い う 数 値 目 標 を 持 っ た 方 が よ

い 。

●市民が発言 ,提言できる時間的な保障をし、より充実した制度を検討す
べきだ。

●広報等一方的な情報発信だけでなく、市民から意見を聞く双方向性を持
たせるべきだ。

●争点を選んで可視化しないと市民を巻き込んだ議論が難しい。

1

1 ・2 ・4

2

2

2、 4

4

1 趣旨



(広報の充実)

第 条  議 会は、市会だより、ウェブサイト、インターネット中継等多様な広

報手段を活用し、議会活動に関する情報を積極的に公開し、発信する。

2 市 会だより、ウェブサイト等は、議会活動を市民にわかりやすく説明する

ため、議員で構成する編集委員会により編集する。

3 議 会の広報の内容及びあり方については、常に検証し、充実する。

研究会の議論 (○は研究会委員、●は学識経験者、□は両方の意見)
○市民が何を知りたいかを見極めて、正確 ・迅速に情報を発信する必要があるさ
□情報発信手段としての第一歩として市会だよりのあり方を見直し、議員同士で
議論したり、編集に議員も関与し本会議発言には、氏名を掲載したりすべきだも
○市会だよりに対する経費と体制の充実が必要だ。
○テレビ中継も検討すべきだ。        タ
○委員会の録画撮り、委員会インターネット中継、データ放送の活用を検討すべ
きだ。

●議会自らが議会での議論を伝える役割がある。

●争点を単純化、可視化して世論を形成する必要がある。
●上手に情報発信すれば、偏らない世論になる。
●議員が足、口を使って議論の内容を伝えることも重要である。

１

２

　

　

３

１

１

1,別 条文

に規定

2趣 旨

2趣 旨

別 条 文 に

規定



(情報の公開)

第 条  議 会は、市民に対 し情報を公開することを積極的に進めるため、あら

か じめ会議等の日程、議題等を市民に周知する。

2 会 議を休憩するとき、又は変更のあるときは、議会は、再開の時刻等の情

報を傍聴者に周知する。

3 議 会の会議等で用いた資料は、積極的に公開する。

4 議 会は、市民が傍聴 しやすい環境を整備する。

研究会の議論 (○は研究会委員、●は学識経験者、回は両方の意見)

○発言者が誰なのか、傍聴者にもわかる工夫をすべきである。

①可能な限リリアルタイムに、情報を公開すべきである。

①傍聴希望者が多い場合の工夫など、市民に議会体験の機会を増やすべきであ

る。

□すべて公開にして、議会の発信力を高める必要がある。

○議案についての各議員の賛否を明らかにすべきである。

①これまでの経過、予算の問題もあるが、情報の公開は、今す ぐにでもやれる

改革である。

○会議情報の公開の観点から、委員会の映像も許可することを検討すべきであ

る。

●委員会の開催日や傍聴手続がわかりにくい。

●市民の方を向いて議論していることを見えるようにすべきである。

別条文で規

定

4

別条文で規

定

別条文で規

定

別条文で規

定

1

4 趣 旨



(市長等との関係)

第 条  議 会は、二元代表制の下、議事機関としての立場及び機能を活かし、

市長等との緊張関係を保ちながら、本市の意思決定を行うとともに、市長等

の事務の執行について監視及び評価を行い、政策立案及び政策提言に取り組

む。

2 議 会は、その役割を適切に呆たしていくため、市政に関する重要な計画、

事業に関する基本的な計画等について、地方自治法第96条 第2項 の規定に

よる議会の議決すべき事項として、別に定める。

研究会の議論 (○は研究会委員、●は学識経験者、□は両方の意見)

①議会と市長との緊張関係の保持や高い倫理性の保持を入れるべき

だ。

①市長が独断でできるものと、議会の議決が必要な事項を検討すべき

だ。

○市長との関係も適正な会期の設定で検討できないか。

0今 回の議会と市長との対立は、本来予定されていた姿で望ましいも

のだ。

1の趣旨、別条文

に規定

2趣 旨

別条文に規定



(予算等の議会への説明)

第 条  市 長等は、予算編成過程において、可能な限り、市民や議会への資料

の公表に努める。

2 市 長等は、予算編成方針を定め、若しくは予算を調製したとき、又は市政

に係る重要な政策及び施策を提案するときは、実施に係る財源措置、将来に

亘るコスト計算等の資料を添えて、議会にそれらの内容をわかりやすく説明

するように努める。

3 市 長は、予算を議会に提出し、又は決算を議会の認定に付するに当たって

は、施策男U又は事業別のわかりやすい説明資料を作成するように努めるも

4 市 長等はゃ予算の調製又は市政に係る重要な政策若しくは施策の立案に当

たっては、議会の政策提言の趣旨を尊重しなければならない。



研究会の議論 (○は研究会委員、●は学識経験者、□は両方の意見)

<予 算の扱い>

○名古屋市民も税金 ・予算がどう反映されているか関心が高まっている

ので、早い段階から中身が見えるようにすることが大事だ。

○会派ごとに毎年予算要望を出しているが、各局にどう活かされている

のか見えにくい。
<予 算審議>

○予算について、常任委員会ごとの審議だと個別具体的に議論できる利

点があるが、局間に渡る総合的な予算の審議のあり方について議論が必

要だ。

○他局に渡る議論もすべきで、年間を通 じた議論や予算特別委員会で総

括をして、常任委員会で個別にやるとか、議論を深める方法があっても

いい。予算先議は法制化されていない。

〇予算審議について、全議員が関わりを持ちながら局別なら局別で議論

できている。

○代表質問で 3日 、委員会で 1局 3日 の議論では解決できなければ、さ

らにもう 1回 本会議で包括的な質疑を一問一答でやる等、発想の転換が

必要だ。

○予算については議員間討議 ・協議機関の設置等のシステムを考え、予

算の修正や組みかえを市民に見えるようにするべきだ。

●中間で予算を検討する会期を設けるのはどうか。従来の委員会のほか

に、議員の公約からこれぞというテーマ別の委員会があってもいいので

はなヽヽか。

●予算 ・決算 ・財政はわかりにくいが、見える形で議会で審議され、マ

スコミを通して市民に知らせて、選挙の判断材料となるような体制づく

りが必要だ。

●予算審議は、市単年度発想ではなく、中期的な名古屋市のあり方を議

論してはしい。

<基 本計画、実施計画>

○基本計画や実施計画等、地方自治法第 96条第 2項 による議決を増やす
べきだ。

1

2 ・3 ・4 趣 旨

1 ・ 2 ・ 3 趣 旨

2 ・ 3 趣 旨

別条文に規定



(会議の運営原則)

第 条  議 会の運営に当たっては、議会活動の公正性及び透明性を確保 し、議

員相互間の活発な討議が行われるよう努めるとともに、民主的で円滑な運営

を推進する。

2 議 会の会議等は、公開を原則とする。

3 議 会運営上の課題にっいては、議会基本条例の趣 旨にのっとり、議会運営

委員会で協議 し、調整する。

(議員相互間の討議)

第 条  議 員は、議員相互間において、市民の多様な意見を反映した闊達な討

議を尽くす。   |

研究会の議論 (○は研究会委員、●は学識経験者、回は両方の意見)
○議会も市民の声を聴き、その上で議員同士の討論の場を設ける必要がある。
○選挙で選ばれた議員は、会派等に関係なく対等 ・平等に扱われるべきだ。
○請願審査について、議員が主体的に審議し、代表者の発言を原則とすべきだ。

○議会の役職者の決め方は透明性が必要だ。

1

別条文に

規定

1 趣旨



(会期等)

第 条  議 会は、議会活動の公正性及び透明性を確保し、議員相互間の活発な

討議が行われるよう、十分な審議日数を確保する。

2 議 会は、前項の目的を達成するため、適切な会期を定めると

研究会の議論 (○は研究会委員、●は学識経験者、□は両方の意見)

○審議日数 200日 以上を確保できれば、定例会に議員同士の議論が可

能になる。

□単に行政のチェックに止まらず、議会からも提案 したり、現市長から

の提案に対応するとなると審議に時間的な余裕が必要だ。

○会期だけでなく、委員会の中で十分議論を尽 くせる保障が必要だ。

○年4回 の定例会開催を通年議会とすると何が改善されるか課題を検

証すべきだ。            '

①請願 ・陳情 ・所管事務調査の審議を開会中に集中して行うべきだ。

①会期中か否かに関わらず、議員が市民のもとに出かけて声を聴 く時間

の確保は必要だ。

●議会としてチェック機能を果たすためには、十分な審議日数の確保が

必要だ。

●通年議会は、議会の活性化につながる。

●プロセスを議事 日程、公聴会、議員同士の話合い、閉会中審査等に仕

分けして、それぞれ必要な日数を示 して長さの問題をアピールする点も

必要だ。

1 趣 旨

1 趣 旨

1 趣 旨

2 趣 旨

1 趣旨

1 趣 旨

2 趣 旨

1 趣 旨



(委員会活動)

第 条  委 員会は、議案等の審査及びその所管に属する事務の調査の充実を図

り、その機能を十分に発揮する。

2 委 員会は、市政の課題に適切かつ迅速に対応するため、調査を行うととも

に、政策立案及び政策提言を行う。

3 委 員会は、議案等の審査及びその所管に属する事務の調査に当たり、市長

等に資料の提出を請求する。この場合においてt市 長等は、誠実に対応しな

ければならない。

4 設 置目的を達成した特別委員会は、改組する。

研究会の議論 (○は研究会委員、●は学識経験者、回は両方の意見)

○特別委員会について、議員は質問をするが、テーマの共有化はなく、議

論が深まっていない。不必要ならカットするべきだ。

○委員の個人視察については、政務調査費があるから、やめるべきだ。

□委員会の傍聴人が 7人 を超える場合は別室で対応する等工夫が必要だ。
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(質疑応答の基本原則)

第 条  議 員は、市長等の提出した議案等及び市政の課題について、会議等に

おいて市民にとって論点及び争点を明らかにするよう質疑 し、又は質問する。

この場合において、市長等は、誠実に答弁 しなければならない。

2 会 議等における議員と市長等の質疑応答については、議会は、必要に応 じ

丁括質問
一

括答弁方式又はT問 一
答方式の効果的な方法を選択する。

3 市 長等はヽ議長又は委員長の許可を得て、会議等における議員の質疑又は

質問の趣 旨を確認するため発言をすることができる。

研究会の議論 (○は研究会委員、●は学識経験者、回は両方の意見)

○議会のルール ・議論のあり方をゼロベースで議論する必要がある。

○本会議の質問時間の制限はやめるべきだ。議員間は平等である必要がある。

○局別の質疑を変えていくべきだ。

①市長の反問権は、質問の範囲内で認めるべきだ。 3



(会派の位置付け)

第 条  議 員は、議会活動を円滑に実施するために、会派を結成することがで

きる。

2 会 派は、議員の活動を支援するとともにt政 策立案及び政策提言のために

調査研究を行い、必要に応じて会派間の調整を行い、合意形成に努める。

研究会の議論 (○は研究会委員、●は学識経験者、□は両方の意見)

05大 市は、政党別になっており、会派は必要なものだ。

①会派の結成は、強制されるものではなく、条文化する場合には、文言

に留意すべきだ。

○市民に判断材料を出していくべきだ。

●会派位置づけを明確すべきである。

●会派は、市議会の中で大きな違いがあるようには見えず、各々自分の

判断でやってよい。

●会派は地方では機能していない。選挙時に会派で政策を掲げているわ

けではないし、違う考えの人が政党に入っていたりする。
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(政策立案機能及び調査機能の強化)

第 条  議 会は、市長等の事務の執行の監視及び評価並びに政策立案及び政策

提言に関する議会の機能を強化する。ゝ

2 議 会は、地方自治法第 100条の2に規定する学識経験を有する者等による

専門的事項に係る調査を積極的に活用する。

3 議 会は、議会活動に関し、専門的事項に関する調査が必要であると認める

ときは、議決により、学識経験を有する者等で構成する調査機関を設置する。

4 議 員は、議員間における討議を通じて、政策立案、政策提言等を積極的に

行うとともに、必要に応じ、検討会等を設けることができる。

5 議 会は、議会の政策立案能力を向上させ、議会機能の充実を図るため、議

会活動を補佐する市会事務局を機能強化する。

6 市 長は、議員の調査研究及び行政の監視活動を充実させるために、議会か

ら求めがある場合には、人員の配置、予算の計上その他の必要な措置を講ず

るものとする。

研究会の議論 (○は研究会委員f● は学識経験者、回は両方の意見)
○地方分権を進める上で政治主導は不可欠である。
○特別委員会は、政策立案機能や調査機能を発揮すべきだ。
①常任委員会の機能を強化 ・充実させ、政策立案をし、勉強会を開くこと
も考えられる。
●政務調査費は、これだけもらわないとやれないことを示す必要がある。

●財源を減らして議会が行革をするとこうなるというのをタウンミーテ
ィングでやってほしぃ。
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(図書室の充実)

第 条  議 会は、議員の調査研究に資するために設置する市会図書室を適正に

管理し、運営するとともに、その機能を強化する。

2 議 会は、市会図書室において、議会に関する情報を整理し、市民に対し情

報を発信する。

研究会の議論 (○は研究会委員、●は学識経験者、□は両方の意見)
○図書室の充実について、議会の活動がすべてわかる形に整える必要がある。 1・ 2



(定数等議会や議員の身分に関する原則)

第 条  議 員定数、議員報酬及び政務調査費に関 しては、別に条例で定める。

これ らの条例について、 これを制定 し、又は改廃するときは、議会基本条例

の趣 旨を踏まえ、議員がこれを提出する。

2 議 員定数については、議会基本条例に定める議員の役割を果た し、市政に

民意を反映できるよう、人口比例、他の同規模地方公共団体 との均衡等を考

慮 し、別に条例で定める。

3 議 員報酬については、本市の処理する事務の範囲、財政規模から議員が 広

範囲な責務を全うするには、議員活動に専念できる制度的な保障が必要であ

ることを勘案の上、公選 としての職務及び他の同規模地方公共団体 との均衡

等を考慮 し、別に条例で定める。

4 政 務調査費については、使途の透明性を確保 し、調査研究活動が適切に行

われるよう、別に条例で定める。

<定 数 >

EEl少数者の意見を守り、多様性のある声を反映させることが議員の役割で
ある。
□定数半減では民意を反映できないので、削減すべきではない。
○議員は、市民の代表であるが、行政区の代表でもあるので、分区、合区
などの区のあり方や広報の充実と同時に議論すべきだ。
○行政区の代表という位置づけがあるので、行政区の最低限の定数2人 は
堅持すべきだ。

①名古屋市の削減率は高く、現時点でも少数者の意見を反映しているのか
疑問だ。

○上限数を定めている法律の趣旨からも、これ以上は削減すべきでない。
○各区の数字が精査されて75人 になっている。
①3万人をキーワードに定数を逆算すると75人 は適正だ。
①定数について、市民感情は 「減らせ」だ。定数を減らして、待遇をよく
しろという意見もある。
①議員 1人当たりの人口は何人にすれば適正な民意の反映になるのかを書
いてもよい。

○定数については、名古屋市の減員率は高い。名古屋の議員にふさわしい
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定数と報酬を考えるべきであり、拙速に結論を 1、 2ヶ 月で出すべきでは

:暑督暑倉母魯揚骨蜃雪骨畳3瞥父曾:宮,昔岳2二昇晋雷督F要
だ。

●議会の意見は、一定程度尊重されるべきである。

患昌e名語奮泳皆食官どR;磐盟憲憂富そ云盲tま密属E芳モ歓督冴嶺警手
のはいけない。
●今の定数でいかに市民ニーズを把握するかが大事であるので、市議会の

督分畳霧讐喜晶進虐?gK旨 建舞
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密唇警3省 すざ

するといいこともあるが、 1人 区での選挙は小選挙区制に

垂u景 ダ

議員の存在を感じていないのが問題だが、定数が何人が妥当かは

●2大政党化が進む中で少数意見が反映されにくくなっている中で、どこ
まで少なくできるかを現実に考えないといけない。

累所昴掻湛E正堪F旨ズ?蒼静春暑贅魯&どゴ意とヽRよ
うに|よ見えず、定

●都市間で定数の引き下げ競争になる可能性がある。
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留突冒著客雷合

の報酬だけの比較では公正な議論にならないので、比較す

R蓄晏窒管言醤暴蓬号予
る体制・待遇は必要だ。議員による改革と市長の

宅督督縁奈長喬客夢書Fで
議ヽ員をボランティアにしてちゃんとチェック

宇習智雪多交3各雪g押
りにしっかり働き、働かない人は次の選挙で落と

0他の政令市と比較しても名古屋市の報酬が高いわけではなく、定数も多
いわけではない。
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